
演説原稿例　（杉田水脈氏の発言に抗議する・学術会議人事介入）

２０２０・１０・９　日本共産党埼玉県委員会

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、政策の訴えをさせていただきます。しばらくの間、ご協力をお願いいたします。

自民党の杉田水脈(みお)衆議院議員が、「女性はいくらでもうそをつける」と発言したことに対し、性暴力被害者をはじめ、多くの人が抗議の声をあげています。杉田水脈衆議院議員へ発言撤回、謝罪、辞職を求めるオンライン署名は１３万を超えましたが、自民党は受け取りを拒否しています。
日本共産党は杉田水脈議員の発言に抗議し、議員辞職を強く求めていきます。
杉田水脈氏はこれまでも、子どもをつくらない同性カップルを「生産性がない」と発言するなど、個人の尊厳をふみにじる発言を繰り返してきました。杉田水脈氏は自民党から比例代表で当選しています。自民党は、人権侵害の言動に無反省な杉田水脈議員をいつまで許し続けるのでしょうか。自民党の責任もきびしく問われます。
２０１９年３月に続いた性暴力事件の無罪判決をきっかけに、性暴力の根絶をめざす「フラワーデモ」が全国に広がりました。毎月１１日に各地で取り組まれ、埼玉でも行われています。
いまようやく、こうした行動を通じて〝被害者の声を聴こう〟という流れが起きている時に、今回の杉田水脈議員の発言は、被害にあった女性たちを再び傷つけ、追い詰め、沈黙を強いるもので、許されるものではありません。
性暴力や２次被害を決して許さず、個人の尊厳が大切にされる社会をめざしてご一緒に力をあわせましょう。

みなさん、いま、菅首相が、日本学術会議が推薦した会員候補の任命を拒否したことが大問題になっています。政府は、任命しなかった理由も明らかにしていません。学問の自由を保障する憲法に違反し、日本学術会議法に反するものであり、幅広い学者・研究者の団体が抗議の声を上げています。
日本共産党は、学問の自由と日本学術会議の独立性をまもるため、市民のみなさんや科学者と連帯し、野党共闘の力で、任命拒否の撤回へ全力をあげます。
みなさん、今度の総選挙で政権交代を実現し、野党連合政権で国民のための新しい政治をつくりましょう。最後に「しんぶん赤旗」の購読をお願いし、この場所での訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。

